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こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
・
へ
の
問
い
（
３
）

『
不
安
な
個
人
、
立
ち
す
く
む
国
家
』
～
モ
デ
ル
無
き
時
代
を
ど
う
前
向

き
に
生
き
抜
く
か
～
平
成
二
九
年
五
月
・
経
産
省
の
次
官
・
若
手
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
提
起
し
た
。
昨
年
八
月
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
を
省
内
で
公
募
。

二
〇
代
、
三
〇
代
の
若
手
三
〇
人
で
構
成
。
と
い
う
。「
国
内
外
の
社
会
構

造
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
、
中
長
期
な
政
策
の
軸
と
な
る
考
え
方
を

検
討
し
、
世
の
中
に
広
く
問
い
か
け
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
と
。
国
内
外
の
有
識
者
と
の
協
議
、
文
献
調
査
に
加
え
、
二
つ
の
定
期

的
な
意
見
交
換
な
の
に
場
の
設
定
（
東
京
大
学
・
松
岡
正
剛
氏
ほ
か
有
識

者
一
一
名
）
提
起
事
項
は
「
１
、
液
状
化
す
る
社
会
と
不
安
な
個
人
、
２
、

政
府
は
個
人
の
人
生
の
選
択
を
支
え
ら
れ
て
い
る
か
？

（
１
）
個
人
の
選

択
を
ゆ
が
め
て
い
る
国
の
社
会
シ
ス
テ
ム

①
居
場
所
の
な
い
定
年
後

②

望
ん
だ
も
の
と
違
う
人
生
の
終
末

③
母
子
家
庭
の
貧
困

④
非
正
規
雇

用
・
教
育
格
差
と
貧
困
の
連
鎖

⑤
活
躍
の
場
が
な
い
若
者

（
２
）
多
様

な
人
生
に
あ
て
は
ま
る
共
通
目
標
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
政
府

（
３
）

自
分
で
選
択
し
て
い
る
つ
も
り
が
誰
か
に
操
作
さ
れ
て
い
る
？

３
、
我
々

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

各
事
項
毎
に
「
デ
ー
タ
」
も
あ
り
、
協
議
事
項
毎
に
問
い
か
け
で
あ
る
。

漠
然
と
し
た
不
安
や
不
満
＝
『
早
す
ぎ
る
変
化〜

あ
ふ
れ
る
情
報
～
見
え

な
い
将
来
～
変
わ
ら
な
い
仕
組
み
～
受
験
、
活
就
、
結
婚
、
保
活
・
・
・

自
分
で
決
め
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
ん
な
に
う
ま
く
行
か
な
い
。
～
す
で

に
老
後
が
心
配
・
・
・
＃
日
本
大
赤
字
＃
少
子
化
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
便
利

だ
け
ど
孤
独
。』
液
状
化
す
る
社
会
～
「
権
威
へ
の
回
帰
」
か
秩
序
あ
る
自

由
」
か
～
権
威

ー

個
人
の
決
断
や
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
依
存
す
る
部
分
の

増
大
～
『
自
由
だ
が
不
安
』
～
個
人
が
安
心
し
て
思
い
切
っ
た
選
択
が
で

き
る
「
秩
序
あ
る
自
由
」
～
『
権
威
へ
の
回
帰
』
？
（
原
理
主
義
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
保
護
主
義
）
～
人
類
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
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お
き
な
わ
大
会
報
告

福
岡
支
部

藤
田

幸
廣

お
き
な
わ
大
会
に
参
加
し
た
経

緯
は
、
支
部
の
公
益
法
人
化
に
つ
い

て
で
す
。
本
部
会
員
（
支
部
会
員
）

は
１０
数
年
来
、
毎
年
１
０
０
名
程

度
減
少
し
て
、
１
８
０
０
名
以
下
と

衰
退
し
、
自
然
消
滅
化
し
て
先
が
見

え
な
い
現
状
の
中
で
、
本
来
全
脊
連

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か

と
問
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
団
法
人
か
ら
、
特
例
社
団
法
人
を

経
て
、
公
益
社
団
法
人
化
を
富
山
大

会
総
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

も
、
総
括
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
大
会
も
、
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
社
団
法
人
を
１０
年
間
名
乗
り
、

福
岡
県
に
於
い
て
は
、
福
岡
県
支
部

と
福
脊
連
の
２
階
建
バ
ス
方
式
で

整
理
出
来
な
い
ま
ま
放
置
し
、
論
議

も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
階
建
バ
ス
方
式
で
な
い
、
支
部

も
あ
り
ま
す
。
福
脊
連
の
現
状
は
、

会
員
数
７０
名
を
切
り
ま
し
た
。

で
は
、
先
が
あ
る
か
。
打
開
策
は
、

具
体
的
に
あ
る
の
か
。
会
員
増
加
の

手
立
て
は
、
あ
る
の
か
。
福
脊
連
も

中
長
期
計
画
、
法
人
化
等
を
提
起
し

た
が
、
実
行
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
会
員
獲
得
の
為
、
相
談
事
業
を

基
本
と
し
た
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
員
増
及

び
、
財
政
基
盤
の
再
構
築
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
福
脊
連
独
自
で
、
法

人
化
し
相
談
事
業
を
す
る
の
か
。

本
部
定
款
に
基
づ
く
、
福
岡
県
支

部
の
公
益
法
人
化
を
進
め
る
の
か

を
、
お
き
な
わ
大
会
で
の
議
案
を
検

討
す
る
た
め
で
す
。
第
３
号
議
案
平

成
２９
年
度
事
業
計
画
に
於
い
て
、

６
会
議
の
開
催
（
１
）
各
支
部
の
公

益
法
人
等
検
討
委
員
会
の
設
置
と

開
催
各
支
部
の
「
公
益
目
的
事
業

化
」
を
図
り
、
公
益
法
人
「
会
計
基

準
」
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
公
益

法
人
等
の
移
行
の
「
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
す
。
各
支
部
が
公
益
法
人
に

な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
連
合
会
が
活

性
化
し
て
い
け
る
よ
う
、
本
部
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

第
７
号
議
案
平
成
２９
年
度
本
部

提
案
事
項
（
案
）
で

③
支
部
の
公

益
法
人
格
取
得
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
４
月

１
日
よ
り
、
全
脊
連
本
部
は
公
益
社

団
法
人
格
を
取
得
し
、
公
益
社
団
法

人
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
と
し

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
致
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
脊
連
は
本
部
の
み

が
公
益
社
団
法
人
格
を
取
得
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
全
国
の
支
部
の

中
か
ら

“
経
理
的
基
礎
能
力

”
や

“
組
織
に
お
け
る
意
思
決
定
・
執
行

監
督
に
関
わ
る
機
構

”
“
総
事
業

費
の
５０
％
以
上
が
公
益
活
動

”

等
々
が
整
っ
た
支
部
は
、
都
道
府
県

に
公
益
認
定
申
請
を
行
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
上
記
の
本
部
第
７
号

議
案
で
は
、
福
脊
連
独
自
で
公
益
法

人
化
す
る
の
に
は
、
時
間
と
経
費
が

か
か
り
、
手
遅
れ
に
な
る
リ
ス
ク
が

大
き
い
。
第
３
号
議
案
に
基
づ
い
た

第
７
号
議
案
で
な
く
、
各
支
部
が
公

益
法
人
化
を
目
指
す
方
向
で
理
事

会
に
お
い
て
、
検
討
す
る
と
確
認
を

し
ま
し
た
。
他
県
支
部
は
、
具
体
的

な
発
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

益
法
人
に
移
行
す
る
以
前
か
ら
の

課
題
を
お
ざ
な
り
に
し
た
結
果
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
福
脊
連
も
方
向

性
を
具
体
的
に
会
員
に
提
起
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
尚
、

本
部
理
事
に
立
候
補
し
た
の
も
、
全

脊
連
の
再
構
築
を
し
て
行
く
為
に

少
し
で
も
理
事
会
の
運
営
を
活
性

化
で
き
れ
ば
と
考
え
た
う
え
で
す
。

定
款(

支
部
組
織)

１
、
第
５０
条

本
会
は
、
総
会
の
議

決
を
経
て
、
都
道
府
県
単
位
を
原
則

と
し
て
支
部
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
２
、
支
部
の
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
理
事
会
に
お
い
て
別
に

定
め
る
支
部
運
営
規
程
に
よ
る
。

規
則
理
事
会
議
事

第
１６
条

理
事
会
が
決
議
す
べ
き

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(

ト) 

従
た
る
事
務
所
そ
の
他
重
要

な
組
織
の
設
置
、
変
更
及
び
廃
止

(

要

社
員
総
会
の
同
意)
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安
保
法
差
止
福
岡
訴
訟
の
第
一

回
口
頭
弁
論
の
続
き
で
す
。
簑
田

孝
行
弁
護
士(

元
福
岡
地
方
裁
判

所
所
長)

に
よ
る
訴
状
の
要
旨
の

陳
述
に
続
き
、
原
告
団
か
ら
吉
﨑

幸
惠
さ
ん(

被
爆
者)

、
松
見
俊
さ

ん(

西
南
学
院
大
学
教
授)

が
平
和

へ
の
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
吉
﨑
幸
惠
さ
ん(

被
爆

者)

に
よ
る
「
意
見
陳
述
」
を
紹
介

し
ま
す
。

（
以
下
、
原
文
）

「
一

私
は
五
歳
の
時
に
長
崎
で

被
爆
し
ま
し
た
。そ
の
苦
し
み
を
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
、
被
爆
体
験
の
「
語
り
部
」

を
は
じ
め
平
和
活
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

私
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
憲

法
九
条
で
す
。
戦
争
を
永
久
に
放

棄
す
る
と
定
め
た
憲
法
九
条
は
、

被
爆
者
を
含
む
多
く
の
戦
争
の
犠

牲
者
の
う
え
に
あ
り
ま
す
。
戦
争

の
悲
惨
さ
を
語
り
、
戦
争
の
な
い

社
会
を
目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と

に
、
勇
気
と
自
信
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
多
く
の
反

対
の
声
を
ふ
み
に
じ
り
、
安
保
法

制
が
成
立
し
た
こ
と
に
、
強
い
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も

簡
単
に
、
憲
法
が
壊
さ
れ
て
い
い

わ
け
は
な
い
、
安
保
法
制
の
も
と

で
は
、
私
自
身
が
、
そ
し
て
私
が

語
り
か
け
て
き
た
子
ど
も
達
が
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
を
経
験
す
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

と
、
怒
り
と
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。

二

私
の
実
家
は
爆
心
地
か
ら
三
、

五
キ
ロ
離
れ
た
長
崎
市
伊
良
林
町

で
す
。
実
家
は
農
家
で
、
両
親
と

六
人
の
姉
妹
の
ほ
か
、
近
所
に
は

親
戚
も
住
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
、
妹
や
近
所
の
子
、
疎
開
し

て
き
て
い
た
街
の
子
も
一
緒
に
、

家
の
中
で
、
追
い
か
け
っ
こ
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
雲
ひ
と
つ

な
い
真
っ
青
な
空
が
、
突
然
「
ピ

カ
ッ
ー
」
と
強
烈
な
光
で
、
辺
り

が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
驚
い

て
、
そ
の
場
に
ピ
タ
っ
と
立
ち
す

く
み
ま
し
た
。
子
ど
も
心
に
も
何

が
起
こ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
訳
が
わ

か
ら
ず
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
一

瞬
で
し
た
。
次
に
も
の
す
ご
い
爆

風
が
襲
っ
て
き
て
、
家
の
中
の
家

具
や
建
具
、
大
き
な
仏
壇
ま
で
も

が
次
々
に
倒
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
泣
き

叫
び
な
が
ら
裏
庭
の
防
空
壕
に
逃

げ
込
み
ま
し
た
。
逃
げ
る
と
き
、

畳
に
刺
さ
っ
た
ガ
ラ
ス
で
足
を
切

っ
た
た
め
、
防
空
壕
で
は
，
痛
み

と
恐
怖
で
、
み
ん
な
泣
き
声
を
張

り
上
げ
て
、
大
人
た
ち
が
来
る
ま

で
そ
れ
は
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

外
で
作
業
を
し
て
い
た
父
と
母

は
、
背
中
と
胸
に
や
け
ど
を
負
い

ま
し
た
。
姉
は
、
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん

だ
っ
た
妹
を
咄
嗟
に
自
分
の
体
を

か
ぶ
せ
て
か
ば
い
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
妹
は
無
事
で
し
た
が
、

姉
は
爆
風
で
飛
ん
で
き
た
ガ
ラ
ス

の
破
片
が
、
頭
と
太
も
も
に
刺
さ

り
、
頭
か
ら
流
れ
出
る
血
で
気
を

失
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
晩
、
爆

心
地
で
あ
る
浦
上
の
上
空
は
、
火

の
海
と
な
っ
た
街
の
炎
で
夕
焼
け

憲
法
施
行
七
〇
年
と
違
憲
訴
訟
（三
）

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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貧
乏
暇
あ
り

今
年
の
夏
は
、
こ
と
の
ほ
か
暑

い
。
そ
し
て
、
経
験
的
に
は
お
盆

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
鳴
き
始
め
て

い
た
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ
シ
が
７
月
末

に
は
鳴
き
始
め
る
、
と
な
ぜ
か
早

か
っ
た
。
お
盆
の
初
日
、
関
門
海

峡
で
は
、
花
火
大
会
が
あ
る
。

小
学
校
の
遠
足
で
、
行
っ
た
き

り
で
あ
る
、
長
府
へ
行
っ
て
帰
り

に
花
火
大
会
を
見
物
と
思
い
立
ち
、

下
関
市
の
城
下
町
長
府
へ
出
か
け

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
ま
ち

歩
き
お
す
す
め
の
コ
ー
ス
を
調
べ

る
。
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
か
ら
バ
ス
に
乗

り
、
２５
分
程
で
長
府
観
光
会
館
へ
。

あ
と
は
徒
歩
で
侍
屋
敷
長
屋
～
功

山
寺
～
調
布
博
物
館
～
毛
利
邸
～

古
江
小
路
～
乃
木
神
社
～
忌
宮
神

社
を
予
定
。

ま
ず
は
、
下
関
を
目
指
す
。

小
倉
駅
乗
り
換
え
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。

乗
り
換
え
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、

お
盆
時
期
の
移
動
客
で
、
３
回
待

ち
で
接
続
の
電
車
に
乗
り
損
ね
た
。

乗
り
換
え
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
出

て
、
前
後
の
お

客
の
少
な
い
駅

で
乗
り
換
え
る

の
が
、
私
の
流

儀
で
あ
る
。が
、

乗
車
駅
の
折
尾

で
見
習
い
職
員

が
対
応
し
て
、

も
た
つ
い
て
い

た
の
で
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
通
り
の
小
倉
駅
で
の
乗
り

換
え
に
応
じ
て
い
た
。

こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
門
司
駅
乗

り
換
え
に
す
べ
き
だ
っ
た
。
さ
ら

に
、
ト
ラ
ブ
ル
は
重
な
る
。

小
倉
駅
の
職
員
が
、
し
き
り
と

長
府
駅
ま
で
の
乗
車
を
進
め
る
。

長
府
駅
は
、
城
下
町
長
府
に
近

い
の
か
？
と
尋
ね
た
が
、「
競
艇
場

は
目
の
前
だ
。
城
下
町
長
府
ま
で

は
、
着
い
た
駅
で
聞
い
て
く
れ
」

と
、
と
ん
ち
ん
か
ん
な
返
事
。
や

は
り
下
関
で
」と
言
っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
長
府
駅
を
勧
め
る
。

気
の
弱
い
私
は
、
不
承
不
承
、

受
け
入
れ
た
。

こ
の
選
択
は
、
間
違
い
だ

っ
た
。
長
府
駅
（
５
年
前
に

改
築
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
多

目
的
ト
イ
レ
有
）
に
着
い
て

職
員
に
尋
ね
る
と
、
３
キ
ロ

は
あ
る
と
い
う
。

駅
前
か
ら
バ
ス
が
出
て
い

る
が
、
本
数
が
少
な
い
。

ち
ょ
っ
と
先
の
表
通
り
に

出
る
と
、
バ
ス
は
あ
る
と
い

う
。駅

前
バ
ス
停
に
出
る
と
、
バ
ス

は
出
た
ば
か
り
で
、
少
し
向
こ
う

の
交
差
点
で
信
号
待
ち
し
て
い
る
。

追
い
か
け
て
も
、間
に
合
わ
な
い
。

仕
方
が
な
い
の
で
、
表
通
り
に

出
て
バ
ス
待
ち
。

幸
い
数
分
で
、
バ
ス
が
来
て
最

初
の
目
的
地
、
観
光
会
館
へ
と
行

く
。
観
光
会
館
で
食
事
を
、
と
思

っ
て
い
た
の
だ
が
、
団
体
の
み
の

対
応
、
し
か
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

し
の
２
階
。

ト
イ
レ
だ
け
チ
ェ
ッ
ク
。
奥
へ

の
押
戸
で
あ
っ
た
が
、
木
製
ド
ア

で
軽
く
開
く
の
が
取

り
柄
。
車
椅
子
対
応

の
み
で
あ
っ
た
。

ス
ロ
ー
プ
の
付

い
た
橋
を
渡
り
、
川

沿
い
を
鴨
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、
緩
や
か

な
坂
を
上
っ
て
い
く
。

街
全
体
が
、
緩

や
か
な
坂
の
街
で

あ
る
。
侍
屋
敷
長

屋
に
立
ち
寄
り
、

高
杉
晋
作
が
挙
兵

し
た
功
山
寺
を
目

指
す
。

功
山
寺
の
門
前

に
市
立
歴
史
博
物

館
（
障
害
者
・
高

齢
者
は
無
料
、
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
、
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職
場
に
お
け
る
配
慮

要
望
の
一
考
察

福
岡
支
部

中
村

啓
之

私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
１０

月
３０
日
に
、
４１

歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
人
生
で
、

転
職
し
た
回
数
は
、
一
回
と
カ
ウ

ン
ト
で
き
ま
す
。最
初
の
職
場
は
、

半
導
体
製
品
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
コ

ン
の
設
計
会
社
で
、
現
在
は
大
学

で
教
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

以
前
在
籍
し
た
会
社
も
、
現
在

の
職
場
も
障
害
者
は
、
私
だ
け
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
働
い
て
い
ま
す
。

業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
年
に

数
回
は
、
障
害
者
へ
の
配
慮
や
差

別
禁
止
と
い
っ
た
、
内
容
の
教
育

が
必
須
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、e-learning

、
ウ
ェ

ブ
の
上
で
行
わ
れ
る
教
育
で
あ
り
、

特
に
講
師
を
招
い
て
意
識
の
向
上

を
図
る
も
の
で
は
無
い
と
、
感
じ

て
い
ま
す
。

現
在
の
職
場
で
は
、
大
学
の
仕

組
み
と
し
て
、
障
害
者
の
要
望
を

公
式
に
要
求
と
し
て
受
付
け
、
合

理
性
や
必
然
性
を
考
え
、
妥
協
点

を
探
る
こ
と
が
で
き
る
“
配
慮
要

望

“
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
を
使
い
、
で
き
る

だ
け
、
障
害
者
の
平
等
な
雇
用
を

目
指
す
、
取
り
組
み
を
現
在
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
要
望
の
一
部
を
紹
介
し
、

今
後
の
企
業
就
職
・
就
労
支
援
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
大
学
は
、
福
岡

市
の
西
部
に
立
地
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
ち
、
現
在
も
建
物
の
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
広
い
こ
と
に
加
え
、
丘

を
造
成
し
建
設
し
た
た
め
、
車
椅

子
ユ
ー
ザ
に
と
っ
て
は
、
か
な
り

通
路
の
情
報
を
認
識
し
た
上
で
、

移
動
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
車
を
使
い
通
勤
し
て
い

る
私
に
と
っ
て
は
、
駐
車
場
が
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

で
す
が
昨
年
、
完
成
し
た
建
物

に
最
寄
り
の
車
椅
子
用
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
３
台
分
確
保
さ
れ
、
屋
根

が
あ
る
関
係
上
、
い
た
っ
て
使
い

や
す
い
設
備
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
寄
り
の
建
物
の

入
り
口
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
館
時
間
帯
に
は
入
館
の
際
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
リ
ー
ダ
に
通
す
の

で
す
が
、
問
題
の
入
り
口
は
所
属

の
組
織
が
異
な
る
た
め
、
Ｉ
Ｄ
の

問
題
上
、
開
か
な
い
事
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

か
ら
、
他
の
入
れ
る
入
り
口
に
向

か
う
の
は
、
徒
歩
な
ら
簡
単
な
の

で
す
が
、
非
常
に
長
い
ス
ロ
ー
プ

が
必
要
と
な
り
、
望
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
バ
イ
ア
フ
リ
ー
支
援
室
と
い

う
組
織
を
介
し
て
、
大
学
側
に
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
か
ら
い
う
と
、
何
の
問
題

も
な
く
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
入
館
の

権
限
が
付
加
さ
れ
、
建
物
に
入
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
続
き
と
し
て
は
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
産
業
医

か
ら
の
意
見
書
の
提
出
と
い
っ
た

段
階
が
必
要
で
し
た
。

お
そ
ら
く
、
大
き
な
企
業
で
あ

れ
ば
、
大
概
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
を

踏
む
事
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
も
の
を
作
る
と
、
誰
か

に
何
ら
か
の
不
利
益
が
生
じ
る
こ

と
は
、
良
く
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
際
、
単
に
自
分
の
都
合
を

優
先
し
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
な
い
で
、
結
局
周
り
と
折
り

合
い
が
つ
か
な
い
と
い
っ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
自
分
で
考
え
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。
数
件
、
他
に
も
配

慮
要
望
を
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

結
果
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
報
告

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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一
年
前
の
七
月
二
六
日
未
明
に
、

相
模
市
の
障
害
者
施
設
「
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
」
で
、
一
九
人
も
の

入
所
者
が
殺
害
さ
れ
、
二
七
人
が

重
軽
傷
を
負
っ
た
と
い
う
、
実
に

恐
ろ
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

七
月
二
二
日
「
や
ま
ゆ
り
園
被

害
者
追
悼
福
岡
集
会
」
が
福
岡
市

市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
内
の
障
害
者
団
体
が
つ
く

る
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
約
一

二
〇
人
が
参
加
し
、
事
件
の
再
発

防
止
に
向
け
て
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。
私
も
参
加
し
意
見
を
述
べ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
記
し
ま

す
。そ
こ
で
、本
集
会
の
目
的
は
、

一
、
や
ま
ゆ
り
園
で
、
無
念
の
死

を
遂
げ
た
方
々
を
追
悼
す
る

二
、
や
ま
ゆ
り
園
で
、
重
軽
傷
を

負
っ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
快
復

を
祈
る

三
、
事
件
の
背
景
、
原
因
を
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
る

四
、
事
件
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に

ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る

五
、
事
件
を
利
用
し
て
、
精
神
障

害
者
へ
の
監
視
を
強
め
る
動
き
を

許
さ
な
い

六
、
障
害
者
自
身
が
声
を
上
げ
る

こ
と
で
、
主
権
者
と
し
て
の
自
信

と
力
を
つ
け
る

七
、
障
害
者
が
い
っ
そ
う
強
く
手

を
つ
な
ぎ
合
う

八
、
障
害
者
の
権
利
と
考
え
を
理

解
す
る
こ
と
で
す
。

開
会
と
同
時
に
、
や
ま
ゆ
り
園

被
害
者
へ
の
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
や
ま
ゆ
り
園
事
件
被
害

者
追
悼
福
岡
集
会
・
実
行
委
員
長

の
船
本
静
剛
氏
（
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ

ー
ス
ト
直
方
）
の
歓
迎
挨
拶
文
を

紹
介
し
ま
す
。

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
実
行
委

員
会
を
代
表
し
て
、
歓
迎
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
れ
だ
け

時
間
が
た
っ
て
も
、
あ
の
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
を
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

や
ま
ゆ
り
園
で
殺
さ
れ
た
一
九

人
の
仲
間
の
事
を
思
え
ば
、
怒
り

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
元
職
員

が
、
犯
人
だ
と
聞
い
た
と
き
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
入
所
施

設
に
は
、
支
援
が
た
く
さ
ん
必
要

な
重
度
の
仲
間
た
ち
が
い
ま
し
た
。

支
援
が
な
い
と
、
生
き
て
い
け
な

い
人
た
ち
で
し
た
。
安
心
し
て
支

援
を
受
け
て
い
る
の
に
、
元
職
員

に
自
分
の
命
を
奪
わ
れ
る
な
ど
、

考
え
た
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

深
夜
寝
て
い
る
と
こ
ろ
を
襲
わ
れ
、

抵
抗
す
る
ど
こ
ろ
か
自
分
に
何
が

起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま

無
残
に
も
殺
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
悔
し
い
で
す
。
犯
人
は
「
障
害

者
な
ん
て
い
な
く
な
れ
ば
い
い
」

「
障
害
者
は
不
幸
を
作
る
事
し
か

で
き
な
い
」
と
犯
人
が
言
っ
て
い

る
と
聞
い
た
と
き
は
腹
が
立
ち
ま

し
た
。
好
き
で
障
害
者
に
な
っ
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ん
で
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
と
言
っ
て

や
り
た
い
で
す
。
～
中
略
～
所
施

設
の
問
題
や
地
域
で
生
き
る
た
め

の
サ
ー
ビ
を
増
や
す
な
ど
、
や
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
法
の
改

悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

や
ま
ゆ
り
園
被
害
者
追
悼
福
岡
集
会

福
岡
支
部

久
保

親
志



ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日 第 三 種 郵 便 物 承 認 通 巻 ６２５２号 ２０１７年 １１月 ２２日 発 行 （日 刊 ）

- 15 -

福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

 
 

 

７
月
１５
日

北
九
州
支
部

役
員
会

７
月
１８

日

筑
後
支
部

第
４

回

柳
川
市
自
立
支
援
協
議
会

く
ら
し
支
援
部
会
会
議

７
月
１９
日

北
九
州
支
部

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

７
月
２２
日

九
脊
連
定
例
会

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

７
月
２７
日

北
九
州
支
部

相
談
会

 
 

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

福
脊
連
資
金
確
保
の
事
業
、

『
島
原
手
延
べ
そ
う
め
ん
』
の
販

売
も
、
本
年
で
１４
年
を
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
も
、
福
脊
連
会

員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
方
々
を

始
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な

る
協
力
に
よ
っ
て
、
例
年
同
様
に

販
売
し
活
動
資
金
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
会
会
長
、
各
支

部
長
及
び
役
員
一
同
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
の
各
支
部
の
販
売
数
及
び
、

福
岡
県
支
部
へ
の
還
元
金
に
つ
い

て
、
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
本
来
な
ら
ば
、
購
入
い
た
だ

い
た
方
、
全
て
の
ご
芳
名
を
掲
載

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
容

赦
下
さ
い
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

県
役
員
・
支
部
役
員
一
同

支 部 名 県支部還元金 九脊連還元金

北九州支部 １８４００円 ５０００円

福岡支部 ７７００円 ２４００円

筑豊支部 ５４００円 １４００円

筑後支部 ４４１４円 １２００円

県本部（織田） ２３８００円 ３１００円

そ
う
め
ん
販
売
還
元
金
報
告
書

ご
協
力
の
御
礼

（福岡支部へ 円）


